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(2月 28日 人口  前月比 出生  死亡  毛入  転 出

男   8,369 -11 男 18 20  14
女 9379 -8 8 15 17
17748 -19 計 3  26 35  31

世帯数 8,606

窪川地域 12,448人  大正地域 2.538人  十和地域 2,762メ
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気付きにくいが、四万十町で

最も古いコンクリートの橋.

国道56号に架かつている。
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